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10　　　　カセットVTRを用いた核医学動態画像の

記録／再生方式
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　核医学イメージ診断において，動態画像表示が効果

的であり，このためにコァメモリをバッファーとした

カラーcRT動態表示装置を先に開発した。

　これらコンピュータ処理された動態画像の保存・記

録の手段としては，ディジタル画像データを磁気ディ

スクまたは磁気テープtcファイルする方法が一般に用

いられている。この方式は動態画像を忠実に再生でき

る点で非常にすぐれているが反面高価であり，また画

像の再生時にコンピュータを必要とするオンライン・

ディスプレー方式のため可搬性に乏しかった。

　ここでは動態画像の記録／再生の手段として，近年

技術進歩の著しいカセットVTRを用いたオフライン
・ ディスプレー方式を開発したので報告する。

　一般にカセットVTRでカラーCRT上の画像を
記録／再生するには，その入力信号がNTSC方式に

合致している必要がある。しかしながら核医学用動態

表示装置として用いられるカラーCRTはRGB方式
の高解像度のものが普通であり，一般放送用カラーC

RTとはカラー発生の信号形態を異にしている。した

がってRGBカラーCRT画像を直接VTRへ結合し
カラー画像を記録／再生することは不可能であった。

　CRT上の画像のVTRへの記録手段としてはTV
ヵメラでCRTを直接撮影する方法が用いられるが，

この方式では

　　1．TVカメヲ経由による画質の低下

　　2．CRTとTVカメラ間の同期不一致による
　　　画像のゆれ

などの問題があった。

　我々はこれらの問題を解決するために．カラーエン

コーダを利用しRGBカラーCRTへの信号をVTR
の入力信号（NTSC方式カラー信号）に変換し，容

易に動態画像の記録／再生を行う方式を開発した。さ

らにこれに用いる各種VTRを比較検討した。
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　R1による心動態イメージングの診断においては，

O．O　1secのオーダーの高時間分解能をもち，かつ統計

的精度の高いイメージングをリアルタイムに得ること

が必要となる。今回我々は，第一回循環時及び平衡時

における心プールイメージ，あるいは心筋イメージの

データ収集，処理の高速化，能率化，実時間化を目的

としたデータ処理システムの開発を行なった。

　システム構成は，CPU：NOVA3／D（128kW），デー

タ収集インターフェイス，磁気ディスク（24MW），

磁気テープ（1600／800BP1，2400フィート），グ

ラフィックディスプレイ，ハードコピイユニット．再

生型カラーCRT　2台，静電プロッタ，入出力タイプ

ライタ，紙テープリーダー，紙テープパンチャよりな

る。（SCINTIPAC－1200拡張型）。ソフトウエア

は，MRDOS（メモリ管理保護機能をもつディスクオ

ペレーテイングシステム）及びBICOMS（BUILTIN

COMPILER　8Y8TEM）を0．Sとしてもち，この管理
下で各種データ処理プログラムが実行される。システ

ムはFO・BGの2つのグラウンドに分かれ，2つのコ

ンソール，あるいは遠隔操作パネルから独立に使用す

ることができる。FGにおいてマルチタスクプログラ

ムにより2台のカメラから併行してデー一一タ収集しつつ

BGにおいてデータ処理，プログラム開発が可能である。

　本システムによるデータ収集は以下の3つの方法に

ょり行なわれる。1）R波のタイミンク’か同時にとり

こめるイメージモードデータ収集法（第一回循環時法）

大容量ディスクにより40m8ec／フレームまで可能で

ある。　2）イメージモードによるマルチゲートデー

タ収集法（平衡時法）。主記憶装置上に64x64マト

リックスサイズで最大31フレーム／1心周期まで可
能である。視野の中心部のみ32×32のサイズで収集

すれは．最大124フレームのゲートイメージか収集

でき・高時間分解能心室容積曲線を得ることもできる。
時間の刻みは1　in　secの分幣能をもつ。リアノレタイム

に高時間分解能ゲートイメージか得られる点は，従来

のリストモードによるゲートイメージ法が多大な変換

時間を要するのに比べ優れた方法といえる。　3）心

電波形を同時に取りこむリスbモードデータ収集法

（第一回循環時法，平衡時法）。不整波の除去，ある

いは任意のR波間隔をもつゲートイメージの作成に適

している。大容量ディスクによるデータ転送及ひ大容

量主記憶上での変換イメージの作成により，変換時簡

も従来に比ぺ大幅に短縮することかできる。
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